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第8.2.1-8表  調査、予測及び評価の手法（温室効果ガス等） 

項  目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書からの 

変更点 環境要素の区分 影響要因の区分 

温
室
効
果
ガ
ス
等 

二
酸
化
炭
素 

施設の稼働 

（排ガス） 
１ 予測の基本的な手法 

発電所の運転に伴って発生する二酸化炭素の排出

量及び排出原単位を燃料使用量、燃料成分等から算出

した。 

 

２ 予測地域 

対象事業実施区域とした。 

 

３ 予測対象時期等 

発電所の運転が定常状態となり、二酸化炭素に係る

環境影響が最大になる時期とした。 

 

４ 評価の手法 

予測の結果を踏まえて、以下により評価を行うこと

とした。 

・二酸化炭素の発生が、実行可能な範囲内で回避又

は低減されているかを検討し、環境の保全につい

ての配慮が適正になされているかどうかを検討

した。 

・「東京電力の火力電源入札に関する関係局長級会

議取りまとめ」（平成25年４月25日 経済産業省・

環境省）との整合が図られているかどうかを検討

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 

 

環境影響評価の項目並びに調査、 

予測及び評価の手法についての 

経済産業大臣の助言 
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第９章 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法についての 

経済産業大臣の助言 

 

「環境影響評価法」第11条第２項の規定に基づく、環境影響評価の項目並びに調査、予測及

び評価の手法について、経済産業大臣からの助言はない。 
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